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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・平成27年度　春の会が下記日程で行われます。

　　日時：4月20日(月)　18:00～

　　場所：八戸プラザホテル　アーバンホール

　当日勤務等の都合により不参加となる職員は、不参加届を提出してください。

・平成26年度奨励金支給が下記日程で行われます。

　　日時：4月14日(火)　15:30～17:30

　　場所：メンタルケア病棟3階　会議室

　印鑑(シャチハタ不可)を忘れずに持参してください。

・労働者協定等の職員代表者信任投票があります。下記日程で投票をお願いします。

　　日時：4月13日(月)、4月14日(火)　8:00～17:00

　　場所：打刻機前

＜新患情報＞

・森　匡浩様(46)：4月13日（月）9：30来院　　窪田Dr

　八戸北高校卒業後、東京都にある明星大学に進学し、教員免許取得し卒業。その後八戸市へ帰省し、市内の中学校を転々とし勤務。19年間勤務したが、母の介護をする事になり退職。10年前に仕事が思うようにいかなくなり、ストレスを感じ意欲低下が出現。南郷診療所に受診し、以後定期的に通院継続。意欲低下、睡眠障害が持続しており、同院より当院受診を勧められ、受診相談に至る。

・中村　ヤス様：4月13日(月)9：30来院　センター受診　理事長Dr

現在、南部町にて単身生活をしている。H26年秋頃より、物忘れ、「(以前隣に住んでいた)男の人が家に入ってきて物を盗っていく」等の妄想様の発言が聞かれるようになっていた。その後徐々に、上記症状に左右され、自宅内の全ての部屋に鍵を取り付けるようになったことや室内のドアに2～3箇所に鍵を取り付けてかけるようになった。H27年2月下旬、甥へ「男の人が天井から降りてきて物を盗っていくから、天井に釘を打ってくれ」と依頼することがあった。以後、上記言動が頻回となり、南部町在宅介護支援センター看護師より、南部町役場健康増進課保健師へ相談。精神状態の悪化に伴い、精神科病院への受診及び介護保険サービスの利用を勧めていた。今回、担当保健師より、認知症の可能性を含めた鑑別診断を目的として専門医療機関の受診を勧めたところ、甥より希望が聞かれたことから、当院への受診相談に至る。
・黒坂　あかね様(16)：4月14日(火)12:00来院　伊藤Dr

　中学3年時の9月初旬から不登校となる。頭痛や腹痛等の身体不調を訴えることや対人恐怖を感じるようになっていた。その後は一度も登校する事なく卒業し、高校受験は会場まで行くが、車から降りる事が出来ずに受験できなかった。その後は自宅にて過ごし、自宅に居る時は不調を訴える事がなく、会話や食事は可能であるが、母から見ると不登校前よりは元気がないと話す。上記状態が持続していたことから、家族が本人の状態を心配して、精神科病院への受診を検討し、当院への相談に至る。

· 坂下　成子（チエコ）様(22)：4月17日(金)11:00来院　馬渡Dr

　小学生の頃より人間関係に悩むことが多く、友達と呼べる人もいない。集団で仲良くしていても1対1となると見下されるような態度をとられていたという。この事が原因で八戸商業高校へ進学するも馴染めず、高校1年時夏、中退。その後高校卒業認定はとったものの、仕事には就けずに自宅で過ごしている。今回、本人が精神科病院への受診を希望し、当院への相談に至る。
＜カウンセリング報告＞
・山野下　恵子様～5週ぶりの来院となる。新年度となり、先生方も異動で変わったが特に大きく仕事内容が変わることもなく安定していた。仕事時間が減ったことにより、自分の洗濯物を自分で洗ったりと出来ることを増やしており、支持している。いとことの関わりでムッとすることはあったが、「いっても仕方ない」といい意味であきらめており、情緒面も落ち着いていたという。次回も5週後来院予定。
・富塚　勝幸　様～母様に心理検査の結果を伝える。ラボーロから午前と午後で作業へ取り組む姿勢が全く違うという情報があったことを伝える。家でも話を聞いていないことがあり、母様が苛々することが多かったが、“病気だ”と受け入れ、最近になってようやく落ち着くことができたと話している。スマホをいじっている最中は静かだが、それ以外では母様の行動1つ1つに口調強く干渉してくることがあるとのことで、気になるようであれば主治医に伝えてみるように助言している。ラボーロにも心理検査の結果を伝え、環境面に配慮してもらえることとなったことを母様に伝える。
